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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つ以上のセンサにより捕獲される複数のデータセットから一つのデータセットを圧縮
する方法において、
　イベントの発生に基づいて一つ以上のセンサにより捕獲される複数のデータセットの間
からデータセットをフィルタするステップと、
　フィルタされたデータセットのための、情報のクエリオリティインデクス（ＱｏＩ）を
判別するステップであって、ＱｏＩインデクスはデータセットのクオリティの計測を示し
、ＱｏＩインデクスはＱｏＩ評価関数に基づいて判別される、ステップと、
　判別されたＱｏＩインデクスに対応するターゲットＱｏＩインデクス及び圧縮パラメー
タを特定するために、ルックアップテーブル内に格納されるＱｏＩインデクスのリストと
、判別されたＱｏＩインデクスを比較するステップであって、ターゲットＱｏＩインデク
スはデータセットのクオリティの基準測定を示し、基準測定はデータセットに関して実行
される解析に基づいて統計的推測を導出するのに適用可能である、ステップと、及び、
　解析のため特定されたターゲットＱｏＩインデクスに到達するためにデータセットを圧
縮するべく、圧縮アルゴリズム内に圧縮パラメータをインプットするステップであって、
圧縮パラメータはＱｏＩインデクスがターゲットＱｏＩインデクスより大きいときにデー
タセットを圧縮するのに用いられ、圧縮パラメータは、ウエーブレット変換のスケール、
変換係数の数に関する閾値、量子化器決定境界、及び表示レベルを含む、ステップと
を含み、
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　フィルタするステップ、判別するステップ、比較するステップ、及び、インプットする
ステップは、メモリ内に格納されるプログラム命令を用いてプロセッサにより実行される
、方法。
【請求項２】
　イベントは、激しいコーナリング、激しい加速、激しい減速のうちの、少なくとも一つ
から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＱｏＩ評価関数は以下の数式で表され、ここでｗｉは、ＱｏＩを正規化するのに選択さ
れるウエイトを示し、ｆｉ［ａ（ｚ）］は、乗物の加速度の変化率のインジケータである
、請求項１に記載の方法。
【数１】

【請求項４】
　ルックアップテーブルは、ターゲットＱｏＩインデクスのリスト及び圧縮パラメータの
リストによりマップされたＱｏＩインデクスのリストを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ターゲットＱｏＩインデクスがターゲットＱｏＩインデクスのリストから特定され、圧
縮パラメータが圧縮パラメータのリストから特定され、ターゲットＱｏＩインデクスのリ
スト及び圧縮パラメータのリストがルックアップテーブル内に格納されている、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　データセットを圧縮する圧縮アルゴリズムが不可逆圧縮若しくは可逆圧縮のうちの少な
くとも一つから選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　一つ以上のセンサにより捕獲される複数のデータセットから一つのデータセットを圧縮
するシステムにおいて、
　システムは、
　プロセッサと、及び、
　プロセッサに結合されたメモリであって、プロセッサはメモリ内に格納された複数のモ
ジュールを実行することができる、メモリと
を含み、
　複数のモジュールは、
　　イベントの発生に基づいて一つ以上のセンサにより捕獲される複数のデータセットの
間からデータセットをフィルタするように構成されたデータフィルタモジュールと、
　　フィルタされたデータセットのための、情報のクエリオリティインデクス（ＱｏＩ）
を判別するように構成された判別モジュールであって、ＱｏＩインデクスはデータセット
のクオリティの計測を示し、ＱｏＩインデクスはＱｏＩ評価関数に基づいて判別される、
判別モジュールと、
　　判別されたＱｏＩインデクスに対応するターゲットＱｏＩインデクス及び圧縮パラメ
ータを特定するために、ルックアップテーブル内に格納されるＱｏＩインデクスのリスト
と、判別されたＱｏＩインデクスを比較するように構成された比較モジュールであって、
ターゲットＱｏＩインデクスはデータセットのクオリティの基準測定を示し、基準測定は
データセットに関して実行される解析に基づいて統計的推測を導出するのに適用可能であ
る、比較モジュールと、及び、
　解析のため特定されたターゲットＱｏＩインデクスに到達するためにデータセットを圧
縮するべく、圧縮アルゴリズム内に圧縮パラメータをインプットするように構成されたデ
ータ圧縮モジュールであって、圧縮パラメータはＱｏＩインデクスがターゲットＱｏＩイ
ンデクスより大きいときにデータセットを圧縮するのに用いられ、圧縮パラメータは、ウ
エーブレット変換のスケール、変換係数の数に関する閾値、量子化器決定境界、及び表示



(3) JP 6046687 B2 2016.12.21

10

20

30

40

50

レベルを含む、データ圧縮モジュールと
を含む、システム。
【請求項８】
　更に、
　ルックアップテーブルを格納するための、メモリ内に常駐するデータベースであって、
ルックアップテーブルは、ターゲットＱｏＩインデクスのリスト及び圧縮パラメータのリ
ストによりマップされたＱｏＩインデクスのリストを含む、データベースを含む、
請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　一つ以上のセンサにより捕獲される複数のデータセットから一つのデータセットを圧縮
するコンピュータプログラムを埋め込んでおり、命令を格納する、非一過性のコンピュー
タ読み取り可能記録媒体において、
　命令は、
　イベントの発生に基づいて一つ以上のセンサにより捕獲される複数のデータセットの間
からデータセットをフィルタするステップと、
　フィルタされたデータセットのための、情報のクエリオリティインデクス（ＱｏＩ）を
判別するステップであって、ＱｏＩインデクスはデータセットのクオリティの計測を示し
、ＱｏＩインデクスはＱｏＩ評価関数に基づいて判別される、ステップと、
　判別されたＱｏＩインデクスに対応するターゲットＱｏＩインデクス及び圧縮パラメー
タを特定するために、ルックアップテーブル内に格納されるＱｏＩインデクスのリストと
、判別されたＱｏＩインデクスを比較するステップであって、ターゲットＱｏＩインデク
スはデータセットのクオリティの基準測定を示し、基準測定はデータセットに関して実行
される解析に基づいて統計的推測を導出するのに適用可能である、ステップと、及び、
　解析のため特定されたターゲットＱｏＩインデクスに到達するためにデータセットを圧
縮するべく、圧縮アルゴリズム内に圧縮パラメータをインプットするステップであって、
圧縮パラメータはＱｏＩインデクスがターゲットＱｏＩインデクスより大きいときにデー
タセットを圧縮するのに用いられ、圧縮パラメータは、ウエーブレット変換のスケール、
変換係数の数に関する閾値、量子化器決定境界、及び表示レベルを含む、ステップと
を含む、非一過性のコンピュータ読み取り可能記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に記載の主題は、概略データ圧縮に関し、特に、圧縮パラメータに基づいて適
宜データを圧縮するシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　種々の埋め込みシステム及び通信インフラストラクチャの出現により、一つ以上のセン
サから捕獲されるデータに基づいてリアルタイムでサイバーフィジカルシステムをモニタ
することが容易になっている。データの捕獲に基づいて、データがオンザフライで解析さ
れ得ることや、リアルタイムでのモニタリングをするために若しくはデータから統計推論
を導出するためにデータがサーバに送信され得ることが、観察されている。
【０００３】
　一例では、保険会社は、乗物を運転するドライバの運転パターンについてのリアルタイ
ムでのモニタリングのためのテレマティックス適用例を用いることがある。運転パターン
は、乗物上に配備される一つ以上のセンサにより捕獲されるデータを、保険会社に関連し
得るサーバに送信することに基づいて、リアルタイムでモニタされ得る。一つの形態では
、（加速度センサ、タコメータなどの）一つ以上のセンサは輸送中の乗物に関連するデー
タの捕捉を促進し得る。捕捉されたデータは更に、遠隔通信ネットワークに亘ってサーバ
に送信され、データを解析することでドライバの運転パターンがリアルタイムでモニタさ
れ得る。



(4) JP 6046687 B2 2016.12.21

10

20

30

40

50

【０００４】
　統計的推測を導出すべくデータを解析するために、テレマティックス適用例はデータの
大きいセットを要求し得る。例えば、乗物が国を横断する旅行など長期間の旅に取り掛か
るとき、データの大きいセットが遠隔通信ネットワークに亘って送信され解析され得る。
データの大きいセットの送信高コストを生じることになり得る。更に、データの大きいセ
ットの送信では、遠隔通信ネットワークの高送信帯域幅、及びデータの大きいセットを格
納するためのデータストレージが要求される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記を考慮すると、送信帯域幅とデータストレージとの制約の範囲内でデータを送信す
ることには課題が存在する。しかしながら、データ圧縮技術は、送信帯域幅とデータスト
レージとの制約の範囲内でデータを送信するためにデータを圧縮することを促進するが、
データ圧縮技術を用いてデータを圧縮した後詰め込まれ得るデータの質に関する課題が尚
存在する。当然のことながら、データ圧縮は所定の質のデータを詰め込み、このことによ
り、データに関して実行された解析に基づいて統計的推測を導出しつつも大きな誤差を生
じてしまうことがある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本システム及び方法を記載するに先立ち、当然のことながら、この出願は、記載した特
定のシステム及び方法に限定されない。本開示に明白には示されない多数の可能な実施形
態が存在し得るからである。また当然のことながら、明細書で用いる用語は特定のバージ
ョンや実施形態を記載する目的のためのものに過ぎず、本願の特許請求の範囲を限定する
ことを意図するものでは無い。この概要は、一つ以上のセンサから捕獲される複数のデー
タセットのうちの一つのデータセットを圧縮するシステム及び方法に関する形態を紹介す
べく提示され、それら形態は以下により詳細に記載される。この概要は、請求項の主題の
本質的特徴を特定することを意図するのでも無く、請求項の主題の範囲を決定したり限定
したりするのに用いることを意図するものでも無い。
【０００７】
　一つの実装では、一つ以上のセンサから捕獲される複数のデータセットのうちの一つの
データセットを圧縮するシステムが開示される。システムは、プロセッサとメモリを含み
得、メモリはメモリ内に存在する複数のモジュールを実行するプロセッサに結合する。複
数のモジュールは、データフィルタモジュールと、判別モジュールと、比較モジュールと
、及びデータ圧縮モジュールとを含み得る。データフィルタモジュールは、イベントの発
生に基づいて複数のデータセットからデータセットをフィルタするように構成され得る。
イベントの例は、激しいコーナリング、激しい加速、及び激しい減速を含み得るが、これ
らに限定されない。判別モジュールは、データセットのための、情報のクエリオリティイ
ンデクス（ＱｏＩ）を判別するように構成され得る。ＱｏＩインデクスはデータセットの
クオリティの計測を示し得る。一つの形態では、ＱｏＩインデクスはＱｏＩ評価関数に基
づいて判別され得る。比較モジュールは、ルックアップテーブル内に格納されるＱｏＩイ
ンデクスのリストとＱｏＩインデクスを比較するように構成され得る。ＱｏＩインデクス
は、ＱｏＩインデクスに対応するターゲットＱｏＩインデクス及び圧縮パラメータを特定
するためにＱｏＩインデクスのリストと比較され得る。一つの形態では、ターゲットＱｏ
Ｉインデクスは、データセットのクオリティの基準測定を示し、基準測定はデータセット
に関して実行される解析に基づいて統計的推測を導出するのに適用可能である。当然のこ
とながら、ルックアップテーブルは、ターゲットＱｏＩインデクスのリスト及び圧縮パラ
メータのリストによりマップされたＱｏＩインデクスのリストを含み得る。更に当然のこ
とながら、ターゲットＱｏＩインデクスは、ターゲットＱｏＩインデクスのリストから特
定され得る。一方で、圧縮パラメータは圧縮パラメータのリストから特定され得る。一つ
の形態では、ターゲットＱｏＩインデクスのリスト及び圧縮パラメータのリストは、ルッ
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クアップテーブル内に格納され得る。データ圧縮モジュールは、解析のためターゲットＱ
ｏＩインデクスに到達するためにデータセットを圧縮するべく、圧縮アルゴリズム内に圧
縮パラメータをインプットするように構成され得る。圧縮パラメータの例は、ウエーブレ
ット変換、変換係数の数に関する閾値、及び量子化器決定境界を含み得る。データセット
を圧縮する圧縮アルゴリズムの例は不可逆圧縮若しくは可逆圧縮を含み得る。一つの実施
形態では、データセットを圧縮するために、不可逆圧縮は、少なくとも一つの変換技法を
用いてデータセットの変換係数を計算することを含み得る。少なくとも一つの変換技法の
例は、ウエーブレット変換、離散コサイン変換若しくはフーリエ変換を含み得る。変換係
数の計算に続いて、変換係数の数及び変換係数の量子化に関する閾値は、ひずみを最小化
するために、従来の量子化器を用いて実行され得る。従来の量子化器の例は、スカラー量
子化器やベクトル量子化器を含み得るが、これらに限定されない。変換係数を量子化した
後、変換係数は可逆符号化技法を用いることによりエンコード化され得る。可逆符号化技
法の例は、ハフマンコーディングや算術符号化を含み得る。このようにして、データセッ
トは、解析のためターゲットＱｏＩインデクスを達成するために、圧縮され得る。
【０００８】
　別の実装では、一つ以上のセンサから捕獲される複数のデータセットのうちの一つのデ
ータセットを圧縮する方法が開示される。一つの形態では、複数のデータセットからデー
タセットはイベントの発生に基づいてフィルタされる。データセットをフィルタすること
に続いて、情報のクエリオリティインデクス（ＱｏＩ）が判別され得る。ＱｏＩインデク
スはデータセットのクオリティの計測を示し得る。一つの形態では、ＱｏＩインデクスは
ＱｏＩ評価関数に基づいて判別され得る。ＱｏＩインデクスの判別に基づいて、ＱｏＩイ
ンデクスに対応するターゲットＱｏＩインデクス及び圧縮パラメータを特定するために、
ＱｏＩインデクスが、ルックアップテーブル内に格納されるＱｏＩインデクスのリストと
比較され得る。ターゲットＱｏＩインデクスはデータセットのクオリティの基準測定を示
す。一つの形態では、基準測定はデータセットに関して実行される解析に基づいて統計的
推測を導出するのに適用可能であり得る。ターゲットＱｏＩインデクス及び圧縮パラメー
タを特定することに続いて、解析のためターゲットＱｏＩインデクスに到達するためにデ
ータセットを圧縮するべく、データセットを圧縮する圧縮アルゴリズム内に圧縮パラメー
タがインプットされ得る。
【０００９】
　更に別の実装では、一つ以上のセンサから捕獲される複数のデータセットのうちの一つ
のデータセットを圧縮するコンピュータプログラムを埋め込んでいる持続性コンピュータ
プログラムプロダクトが開示される。コンピュータプログラムプロダクトは、イベントの
発生に基づいて複数のデータセットからデータセットをフィルタする命令を含み得る。コ
ンピュータプログラムプロダクトは、データセットのための、情報のクエリオリティイン
デクス（ＱｏＩ）を判別する命令を含み得、ＱｏＩインデクスはデータセットのクオリテ
ィの計測を示し、ＱｏＩインデクスはＱｏＩ評価関数に基づいて判別される。コンピュー
タプログラムプロダクトは、ＱｏＩインデクスに対応するターゲットＱｏＩインデクス及
び圧縮パラメータを特定するためにルックアップテーブル内に格納されるＱｏＩインデク
スのリストとＱｏＩインデクスを比較する命令を含み得、ターゲットＱｏＩインデクスは
データセットのクオリティの基準測定を示し、基準測定はデータセットに関して実行され
る解析に基づいて統計的推測を導出するのに適用可能である。コンピュータプログラムプ
ロダクトは、解析のためターゲットＱｏＩインデクスに到達するためにデータセットを圧
縮するべく、データセットを圧縮する圧縮アルゴリズム内に圧縮パラメータをインプット
する命令を含み得る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　添付の図面と併せて読むと前述の実施形態に係る詳細な説明はより良く理解される。開
示を示す目的のため、本明細書では開示に係る例示の構造が示される。しかしながら、本
開示は、明細書及び図面に開示される特定の方法及び装置に限定されない。
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【００１１】
　添付の図面を参照して以下詳細な説明を記載する。図面では、参照番号の最左の数は、
その参照番号が最初に登場する図面を識別する。同じ数字は図面全体を通して同様の特徴
および部品を参照すべく用いられる。
【図１】図１は、本発明の主題の実施形態に係る、一つ以上のセンサから捕獲される複数
のデータセットのうちの一つのデータセットを圧縮するためのシステムのネットワーク実
装を示す。
【図２】図２は、本発明の主題の実施形態に係る、システムを示す。
【図３】図３は、本発明の主題の実施形態に係るシステムのコンポーネントを示す。
【図４】図４は、本発明の主題の実施形態に係る、一つ以上のセンサから捕獲される複数
のデータセットのうちのデータセットを圧縮するための方法を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　その全ての特徴を示す、本開示の或る実施形態が以下詳細に示される。「含む」「有す
る」「包含する」および「含む」の用語、並びに他のフォームは、意味上等価であること
を意図するもののであり、更に、これらの用語の任意のものに続く項目若しくは複数の項
目は、それら項目若しくは複数の項目の包括的なリストであることを意味しない、又はリ
ストされた項目若しくは複数の項目にのみ限定されることを意味しない、という点で、オ
ープンエンドであることを意図するものである。明細書や添付の請求項で用いられるよう
に、別途を指示することが文脈から明白で無い限り単数形「ａ」「ａｎ」および「ｔｈｅ
」は複数の言及も含むことにも、留意しなければならない。本明細書に記載のシステム及
び方法と類似の若しくは等価の任意のシステムおよび方法は、本開示の実施形態の実施若
しくは試行にて用いられ得るが、例示のシステムおよび方法を以下記載する。開示される
実施形態は本開示の例示に過ぎず、それらは種々の様式で組み込まれ得る。
【００１３】
　実施形態の種々の変更は当業者には容易に明白であり、ここでの一般的原理は他の実施
形態にも適用可能である。しかしながら、本開示は例示の実施形態に限定されることを意
図するもので無く、本明細書に記載の原理および特徴と一致する最広の範囲を認められる
べきものであることは、当業者は容易に認識するであろう。
【００１４】
　本発明の主題は、一つ以上のセンサから捕獲される複数のデータセットのうちの一つの
データセットを圧縮するシステム及び方法を提供することである。テレマティックス適用
例と関連する一つ以上のセンサは、複数のデータセットを生成し得る。システム及び方法
は、データベース内に格納された所定の閾値の検出に基づいて、複数のデータセットから
データセットをフィルタするイベントを検出でき、該所定の閾値はイベントに関連し得る
。一つの形態では、データセットは、データセットに関する解析を実行することにより統
計的推測を導出するために、フィルタされ得る。一つの実施形態では、種々の保険商品の
ための保険料を導出するために、保険会社によりデータセットが利用され得る。
【００１５】
　例えば、保険会社は、テレマティックス適用例を用いることにより、乗物を運転するド
ライバに対して適用可能な保険料を導出するためにデータセットを利用し得る。保険料を
導出するために、テレマティックス適用例は、乗物に配備される加速度計やタコメータな
どの一つ以上のセンサから複数のデータセットを捕獲し得る。当然のことながら、保険料
はドライバに関連するリスクスコアに基づいて判別され得る。リスクスコアは、ドライバ
により運転される乗物の激しいコーナリング、激しい加速しくは激しい減速などの一つ以
上のイベントの発生に基づいて、判別され得る。当然のことながら、一つ以上のイベント
の発生は、一つ以上のイベントに関連する所定の閾値の検出に基づいて判別され得る。一
つ以上のイベント（激しいコーナリング、激しい加速若しくは激しい減速）の発生により
、データセットは、複数のデータセットからフィルタされ得る。フィルタに続いて、デー
タセットは、ターゲットである情報のクオリティインデクス（ＱｏＩ）に従って圧縮され
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、このことにより、統計的推測を導出する間データセットはデータセットの質に影響を及
ぼすことはない。ターゲットＱｏＩは、統計的推測を導出するのに要求されるデータセッ
トの質の基準測定を示し得る。
【００１６】
　ターゲットＱｏＩに従ってデータセットを圧縮するために、データセットに対する、タ
ーゲットである情報のクオリティインデクス（ＱｏＩ）は、ＱｏＩ推定関数を用いて判別
され得る。ＱｏＩインデクスは、データセットの質の測定を示し得る。一つの形態では、
ＱｏＩインデクスを判別した後、ＱｏＩインデクスは、ルックアップテーブル内に格納さ
れたＱｏＩインデクスのリストと比較され得る。一つの形態では、データセットに対する
、ターゲットＱｏＩインデクスとＱｏＩインデクスに対応する圧縮パラメータとを特定す
るために、ＱｏＩインデクスはＱｏＩインデクスのリストと比較され得る。一つの形態で
は、ルックアップテーブルは、ターゲットＱｏＩインデクスのリストでマップされたＱｏ
Ｉインデクスのリストと、圧縮パラメータのリストを、含み得る。
【００１７】
　当然のことながら、統計的推測は、データセットに関する解析を実行することにより導
出され得る。データセットは、特定された圧縮パラメータを用いて圧縮され得る。一つの
実施形態では、ターゲットＱｏＩインデクスは、ルックアップテーブル内に格納されたタ
ーゲットＱｏＩインデクスのリストから特定され得る。一方で、圧縮パラメータは、ルッ
クアップテーブル内に格納された圧縮パラメータのリストから特定され得る。
【００１８】
　ターゲットＱｏＩインデクス及び圧縮パラメータの特定に続いて、圧縮パラメータは、
圧縮アルゴリズム内にインプットされ得る。圧縮パラメータは、圧縮アルゴリズムを用い
てデータセットを圧縮する際にターゲットＱｏＩインデクスに到達することを促進し得る
。圧縮アルゴリズムの例は、可逆データ圧縮、及び不可逆圧縮を含み得るが、これらに限
定されない。このように、ターゲットＱｏＩに基づいて、データセットに関する解析を実
行することにより統計的推測が導出され得る。データセットの圧縮に続いて、乗物を運転
するドライバに対して適用可能な保険料などの統計的推測を導出するために、保険会社に
関連する中央サーバに、データセットが送信され得る。
【００１９】
　一つ以上のセンサから捕獲される複数のデータセットのうちの一つのデータセットを圧
縮するための、記載のシステム及び方法の形態は、任意の数の様々なコンピュータシステ
ム、環境、及び／又は、構成で、実装され得るが、以下の例示のシステムのコンテクスト
にて実施形態を記載する。
【００２０】
　図１を参照すると、本発明の主題の実施形態に係る、一つ以上のセンサから捕獲された
複数のデータセットのうちの一つのデータセットを圧縮するシステム１０２のネットワー
ク実装１００が、示される。一つの実施形態では、システム１０２は、イベントの発生に
基づいて複数のデータセットからデータセットをフィルタし得る。データセットをフィル
タする際、システム１０２は、データセットに対する情報のクオリティインデクス（Ｑｏ
Ｉ）を判別し得る。ＱｏＩインデクスの判別に続いて、システム１０２は、ＱｏＩインデ
クスを、ルックアップテーブル内に格納されるＱｏＩインデクスのリストと比較し得る。
一つの形態では、システム１０２は、ターゲットＱｏＩインデクス、及びＱｏＩインデク
スに対応する圧縮パラメータを特定するために、ＱｏＩインデクスを、ＱｏＩインデクス
のリストと比較し得る。特定に基づいて、システム１０２は、解析のためのターゲットＱ
ｏＩインデクスに到達するために、データセットを圧縮するアルゴリズムに圧縮パラメー
タをインプットし得る。
【００２１】
　システム１０２がサーバ上に実装されることを考慮して本発明の主題を説明したが、当
然のことながら、システム１０２は、ラップトップコンピュータ、デスクトップコンピュ
ータ、ノートブック、ワークステーション、メインフレームコンピュータ、ネットワーク
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サーバなどの、種々のコンピュータシステム内でも実装され得る。ある実装では、システ
ム１０２は、クラウドベース環境に実装され得る。当然のことながら、システムは、一つ
以上のユーザデバイス１０４－１、１０４－２・・・１０４－Ｎ（これ以降、まとめてユ
ーザデバイス１０４と称する）を介して、又はユーザデバイス１０４に常駐するアプリケ
ーションを介して、多数のユーザによりアクセスされ得る。ユーザデバイス１０４の例は
、ポータブルコンピュータ、パーソナルデジタルアシスタント、ハンドヘルドデバイス、
及びワークステーションを含み得るが、これらに限定されるわけではない。ユーザデバイ
ス１０４は、システム１０２とはネットワーク１０６を介して通信上結合する。
【００２２】
　ある実装では、ネットワーク１０６は、無線ネットワークでも、有線ネットワークでも
、それらの組み合わせでもよい。ネットワーク１０６は、イントラネット、ローカルエリ
アネットワーク（ＬＡＮ）、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、インターネットなど
の、様々なタイプのネットワークの一つとして実装され得る。ネットワーク１０６は、専
用ネットワークでも共有ネットワークでも、いずれでもよい。共有ネットワークは、例え
ば、ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）、伝送制御プロトコル／インターネッ
トプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）、ワイヤレスアプリケーションプロトコル（ＷＡＰ）など
の、相互に通信するための、種々のプロトコルを利用する様々なタイプのネットワークの
接続を表す。更に、ネットワーク１０６は、ルータ、ブリッジ、サーバ、コンピュータデ
バイス、ストレージデバイスなどの、種々のネットワークデバイスを含み得る。
【００２３】
　図２を参照すると、本発明の主題の実施形態に係る、システム１０２が示される。一つ
の実施形態にて、システム１０２は、少なくとも一つのプロセッサ２０２、インプット／
アウトプット（Ｉ／Ｏ）インターフェース２０４、及びメモリ２０６を含み得る。少なく
とも一つのプロセッサ２０２は、一つ以上のマイクロプロセッサ、マイクロコンピュータ
、マイクロコントローラ、デジタルシグナルプロセッサ、中央処理装置、状態機械、論理
回路、及び／又は、操作命令に基づいて信号を操作する任意のデバイスとして、実装され
得る。他の能力の中でも、少なくとも一つのプロセッサ２０２は、メモリ２０６に格納さ
れたコンピュータ読み取り可能命令をフェッチして実行するように構成されている。
【００２４】
　Ｉ／Ｏインターフェース２０４は、例えば、ウェブインターフェース、グラフィカルユ
ーザインターフェースなどの、種々のソフトウエア及びハードウエアインターフェースを
含み得る。Ｉ／Ｏインターフェース２０４により、システム１０２はユーザと直接に又は
クライアントデバイス１０４を介して相互作用し得る。更に、Ｉ／Ｏインターフェース２
０４により、システム１０２は、ウエブサーバ及び外部データサーバ（図示せず）などの
、他のコンピュータデバイスと通信し得る。Ｉ／Ｏインターフェース２０４は、例えば、
ＬＡＮ、ケーブルなどの有線ネットワークや、ＷＬＡＮ、セルラー、サテライトなどの無
線ネットワークを含む、多種多様のネットワーク及びプロトコルタイプの範囲内での多重
通信を促進し得る。Ｉ／Ｏインターフェース２０４は、複数のデバイスを相互に、又は他
のサーバに、接続する一つ以上のポートを含み得る。
【００２５】
　メモリ２０６は、例えば、静的ランダムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ）や動的ランダムア
クセスメモリ（ＤＲＡＭ）などの揮発性メモリ、並びに／又は、リードオンリメモリ（Ｒ
ＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ、フラッシュメモリ、ハードディスク、光学ディスク、及び磁
気テープなどの不揮発性メモリを含む、周知のコンピュータ読み取り可能媒体を含み得る
。メモリ２０６は、モジュール２０８及びデータ２１０を含み得る。
【００２６】
　モジュール２０８は、特定のタスク、関数を実行し、若しくは特定の抽象データ型を実
装する、ルーティン、プログラム、オブジェクト、コンポーネント、データ構造などを含
む。一つの実装では、モジュール２０８は、データフィルタモジュール２１２、判別モジ
ュール２１４、比較モジュール２１６、データ圧縮モジュール２１８、及び他のモジュー
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ル２２０を含み得る。他のモジュール２２０は、システム１０２のアプリケーション及び
関数を補完するプログラム若しくはコード化命令を含み得る。
【００２７】
　データ２１０は、とりわけ、モジュール２０８の一つ以上により処理され、受信され、
及び生成されるデータを格納するためのリポジトリとして機能する。データ２１０は、デ
ータベース２２２，及び他のデータ２２３も含み得る。他のデータ２２４は、他のモジュ
ール２２０内の一つ以上のモジュールの実行の結果として生成されるデータを含み得る。
【００２８】
　一つの実装では、最初に、ユーザは、Ｉ／Ｏインターフェース２０４を介してシステム
１０２にアクセスするクライアントデバイス１０４を利用し得る。ユーザは、システム１
０２を利用するために、Ｉ／Ｏインターフェース２０４を用いて自分自身を登録し得る。
システム１０２の動作は、以下に述べる図３及び図４で詳細に説明し得る。システム１０
２は一つ以上のセンサから捕獲される複数のデータセットのうちの一つのデータセットを
圧縮し得る。データセットを圧縮するために、システム１０２は、最初に、複数のデータ
セットを生成し得る複数のセンサからデータセットをフィルタするが、一つ以上のセンサ
は乗物に装備され得る。当然のことながら、データセットは、イベントの発生に基づいて
データフィルタモジュール２１８により、フィルタされ得る。
【００２９】
　図３を参照すると、本発明の主題の実施形態に係る、システム１０２のコンポーネント
の詳細な動作が示される。システム１０２は、データフィルタモジュール２１２は、デー
タフィルタモジュール２１２、判別モジュール２１４、比較モジュール２１６、及びデー
タ圧縮モジュール２１８を含み得る。一つの実装では、一つ以上のセンサ（３０２－１、
３０２－２、３０２－３、以下、センサ３０２と称する）により生成される複数のデータ
セットからデータセットをフィルタするために、データフィルタモジュール２１２は、一
つ以上のイベント（以下、イベント３０４と称する）の発生に基づいて複数のデータセッ
トからデータセットをフィルタし得る。イベント３０４の発生は、データベース２２２内
に格納された所定の閾値の検出に基づいて判別され得るが、所定の閾値はイベント３０４
に関連するものである。イベント３０４の発生により、データセットは、データセットに
関する解析を実行することで統計的推測を導出するために、複数のデータセットからフィ
ルタされ得る。
【００３０】
　前述のフィルタモジュール２１２の動作を理解するために、データセットが複数のデー
タセットからフィルタされ得る例を考察する。データセットは、乗物を運転するドライバ
に対して適用可能な保険料を計算する保険会社により利用され得る。一つの形態では、保
険料はテレマティックス適用例により計算され得る。当然のことながら、テレマティック
ス適用例を用いて、乗物を運転するドライバのための保険料を計算するために、（加速度
計やタコメータなどの）センサ３０４が乗物に装備され得る。ドライバが乗物を運転する
際、複数のデータセットがセンサ３０４により生成され、それら複数のデータセットはド
ライバの運転パターンを示す。複数のデータセットの生成に続いて、データフィルタモジ
ュール２１２は、イベント３０４の発生に基づいて複数のデータセットからデータセット
をフィルタするのであるが、このイベント３０４はイベント３０４に対応する所定の閾値
の検出で発生し得る。保険料を計算するためのテレマティックス適用例に対応するイベン
ト３０４の例は、激しいコーナリング、激しい加速、若しくは激しい減速を含み得るが、
これらに限定されるものではない。
【００３１】
　一つの実施形態では、イベント３０４は、乗物のドライバに関するリスクスコアを判別
することを促進し得る。リスクスコアは、保険料を計算するために保険会社に利用され得
る。ドライバについての特定の運転パターンに関するリスクスコアを評価するために、加
速度計などのセンサ３０２を用いて、２０Ｈｚのサンプルレートで、３軸加速が継続して
計測され得る。当然のことながら、イベント３０４（即ち、激しいコーナリング、激しい
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加速、若しくは激しい減速）に対応する所定の閾値は、リスクスコアを判別するために、
データベース２２２内で予め規定され得る。一つの形態では、加速値に関して所定の閾値
を適用することによりイベント３０４が検出され、該加速値は乗物に装備されたセンサ３
０２を用いることにより判別され得る。一つの実施形態では、イベント３０４の発生は以
下のように定義され得る。
【００３２】
　一つの例では、激しいコーナリングは、乗物の横方向の力学に関連し得る。当然のこと
ながら、輸送中の乗物に対する横転限界の観点からは、質量「Ｍ」を伴う乗物は、「ａｘ

（メートル／秒２）」の横加速度でカーブを切る。横加速度に基づいて、最大横加速度は
以下のようになる。
【数１】

【００３３】
　ここで、μは摩擦係数である。一つの形態において、「μ」＝１ならば、乗物の横転を
引き起こし得る最大横加速度は以下のようになる。

【数２】

【００３４】
　当然のことながら、「静的安定係数」は「１」より大きい。よって、上記数式（１）及
び（２）からの観察に基づいて、道路と乗物のタイヤとの間の摩擦係数により、横転が判
別され得る。一つの形態では、横加速度値は、「ｇ」に関して正規化され得る。計測され
るコーナリングは、以下のようになる

【数３】

【００３５】
　数式（３）に基づいて、０．５より大きい、激しいコーナリング（ＭＣＴ）値に対する
所定の閾値は、イベント３０４として記録される。
【００３６】
　別の例では、激しい加速若しくは激しい減速は、乗物の縦方向の力学に関連し得る。一
つの形態では、傾斜の危険に加えて摩擦限度により与えられる縦加速度に到達する限度は
、以下の式で判別され得る。
【数４】

一つの形態にて、「μ」＝１と考えると、縦加速度のための限度は、以下の、計測される
加速度により与えられる。
【数５】

【００３７】
　上式にて、最大値は「１」である。一つの実施形態では、ＭＣＴ及びＭＡＴに対する所
定の閾値は「０．５ｇ」である。当然のことながら、センサ３０２から判別される加速度
が「０．５ｇ」より大きいときは常に、そのデータセットは関連するものと考えられ、よ
ってフィルタモジュール２１２により複数のデータセットからフィルタされ得る。乗物を
運転するドライバに適用可能な保険料などの、リスクスコアに基づいて、統計的推測を導
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出するために、データセットは続いて保険会社の中央サーバに送信される。
【００３８】
　当然のことながら、中央サーバに送信されたデータセットは、ターゲットである情報の
クオリティインデクス（ＱｏＩ）に従って圧縮され、よって、統計的干渉を導出する間デ
ータセットの圧縮はデータセットのクオリティに影響を与えない。一つの実施形態では、
ターゲットであるＱｏＩインデクスに従ってデータセットを圧縮するために、判別モジュ
ール２１４は、データセットに対する、情報のクオリティインデクス（ＱｏＩ）を判別し
得る。ＱｏＩインデクスは、データセットのクオリティの計測を示し得る。当然のことな
がら、ＱｏＩインデクスはＱｏＩ評価関数に基づいて判別され得る。一つの実施形態では
、ＱｏＩ評価関数は以下のように定義され得る。
【数６】

【００３９】
　ここで「ｉ」は、ＱｏＩが判別されるべき、複数のデータセットのうちのデータセット
を示し、「ｗｉ」は、ＱｏＩを正規化するのに選択されるウエイトを示し、「ｆｉ［ａ（
ｚ）］」は、乗物の計測される加速度の変化率のインジケータを導出するために計算され
得る。ここで数式（６）を用いてＱｏＩの判別を理解するために、長期間の、サスペンシ
ョンの信頼性を計測すべき適用例を考察する。一つの形態では、長期間のサスペンション
の信頼性は、計測される鉛直加速度「ｆｉ［ａ（ｚ）］」から、乗物に関するＱｏＩジャ

ークエネルギを計算することにより計測され得る。
【００４０】
　ある実施形態では、以下のようになる。

【数７】

【００４１】
　ここで、ｆｉ［ａ（ｚ）］＝Ｊ２

ｓｉであり、「Ｊ２
ｓｉ」は「ジャークエネルギ」で

ある。一つの形態では、ジャークエネルギは次のように定義され得る。
【００４２】
　「ａ１」「ａ２」．．．「ａｎ」は時間「ｔ１」「ｔ２」．．．「ｔｎ」における乗物
の計測される加速度サンプルであるとする。Δｔ＝ｔｎ－ｔｎ－１は一様のサンプリング
レートである。
【００４３】
　上記記載に基づいて、「ジャークエネルギ」は以下のように定義される。
【数８】

【００４４】
　ここで、「ｎ」は、計測される加速度サンプルの全体数を示す。数式（７）に基づいて
、計測される加速度サンプルの全体数の「ＱｏＩ」は、以下のように判別され得る。
【数９】

【００４５】
　一つの形態では、数式（９）で示されるように、個々のデータセットに関連するウエイ
ト（ｗ１、ｗ２、．．．．．．．ｗ１９）は、ＱｏＩが０から１の範囲内となるように少
なくとも一つの算術／数学操作を実行することにより、正規化され得る。当然のことなが
ら、「ｓ」は「１秒」の時間ウインドウを示す（従って、計測される加速度の２０サンプ
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ルが捕獲される）。一つの形態では、乗物のサスペンションへのダメージに対して、極値
として「ジャークエネルギ」Ｊ２

ｓ１＝１５００ｍ２／ｓ６ならば、「ジャークエネルギ
」シーケンス｛Ｊ２

ｓ１、Ｊ２
ｓ２、．．．．．Ｊ２

ｓ１９｝は１５００ｍ２／ｓ６に関
して正規化され、ＱｏＩジャークエネルギは数式（７）により判別され得る。同様にして
、ＱｏＩ激しい加速インデクス、ＱｏＩ激しい減速インデクス、及びＱｏＩ激しいコーナ

リングインデクスも、数式（７）を用いて判別され得る。
【００４６】
　ＱｏＩインデクスの判別に基づいて、比較モジュール２１６は、ＱｏＩインデクスを、
ルックアップテーブル内に格納されたＱｏＩインデクスのリストと比較し得る。ルックア
ップテーブルは、ターゲットＱｏＩインデクスのリスト及び圧縮パラメータのリストによ
りマップされたＱｏＩインデクスのリストを含む。データセットに対するターゲットＱｏ
Ｉインデクス及び圧縮パラメータを特定するために、比較モジュール２１６は、ＱｏＩイ
ンデクスを、データベース２２２に格納されたＱｏＩインデクスのリストと比較し得る。
ターゲットＱｏＩインデクスは、圧縮パラメータを用いることで圧縮されたデータセット
に関して実行された解析に基づいて統計的推測を導出するための、データセットのクオリ
ティの基準測定を示し得る。一つの実施形態では、ターゲットＱｏＩインデクスは、ター
ゲットＱｏＩインデクスのリストから特定され得る。一方で、圧縮パラメータは、圧縮パ
ラメータのリストから特定され得る。当然のことながら、ターゲットＱｏＩインデクス及
び圧縮パラメータのリストは、データベース２２２内に配置されるルックアップテーブル
に格納される。
【００４７】
　データセットに対応するターゲットＱｏＩインデクス及び圧縮パラメータの特定に基づ
いて、データ圧縮モジュール２１８は、圧縮アルゴリズム内に圧縮パラメータをインプッ
トし得る。圧縮パラメータの例は、ウエーブレット変換、変換係数の数に関する閾値、及
び量子化器決定境界を含み得る。圧縮アルゴリズムの例は、データセットのために計算さ
れたウエーブレット変換係数のハフマンコーディングに基づく不可逆圧縮を含む。一つの
実施形態では、データセットを圧縮するために、不可逆圧縮は、少なくとも一つの変換技
法を用いることによりデータセットの変換係数を計算することを含み得る。少なくとも一
つの変換技法の例は、ウエーブレット変換、離散コサイン変換、若しくはフーリエ変換を
含み得る。変換係数の計算に続いて、変換係数の数及び変換係数の量子化に関する閾値は
、ひずみを最小化するために、従来の量子化器を用いて実行され得る。従来の量子化器の
例は、スカラー量子化器やベクトル量子化器を含み得るが、これらに限定されない。変換
係数を量子化した後、変換係数は可逆符号化技法を用いることによりエンコード化され得
る。可逆符号化技法の例は、ハフマンコーディングや算術符号化を含み得る。
【００４８】
　一つの実施形態では、ＱｏＩインデクスがターゲットＱｏＩインデクスよりも小さいと
き、圧縮パラメータはデータセットを圧縮するのに用いられ得る。当然のことながら、圧
縮パラメータは、以下のファクタに基づいてデータセットを圧縮し得る。
【００４９】
　ＱｏＩ激しい加速インデクス＞ターゲット激しい加速インデクス、ＱｏＩ激しい加速イ
ンデクス＞ターゲット激しい減速インデクス、及びＱｏＩ激しいコーナリングインデクス
＞ターゲット激しいコーナリングインデクスのとき、圧縮パラメータ、即ち、ウエーブレ
ット変換のスケール、変換係数を選択するための閾値、及び量子化サイズは、ＱｏＩ激し

い加速インデクス、ＱｏＩ激しい加速インデクス、及びＱｏＩ激しいコーナリングインデ
クスの夫々に対応するルックアップテーブルから、特定され得る。一方で、ＱｏＩ激しい

加速インデクス＜ターゲット激しい加速インデクス、ＱｏＩ激しい加速インデクス＜ター
ゲット激しい減速インデクス、及びＱｏＩ激しいコーナリングインデクス＜ターゲット激

しいコーナリングインデクスのときは、データセットは、圧縮され得ない、若しくは、デ
フォルトの圧縮パラメータを用いることにより圧縮され得る。デフォルトの圧縮パラメー
タは、データセットが所定の圧縮パラメータを用いることにより圧縮され得ることを、示
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し得る。
【００５０】
　一つの実施形態では、ターゲットＱｏＩインデクスに従ってデータセットを圧縮する際
、データセットは中央サーバに送信され得、よって、データセットの圧縮が統計的推測を
導出する間データセットのクオリティに影響を及ぼし得ない。
【００５１】
　上述の例示の実施形態は、幾つかの利点を呈する。開示の実施の形態には要求されない
が、これら利点は以下の特徴によりもたらすものを含み得る。
【００５２】
　或る実施形態により、限定された容量を有し得るデータ格納媒体の格納容量を最適化す
るために、イベントの発生に基づいて複数のデータセットから一つのデータセットをフィ
ルタするシステム及び方法が可能になる。
【００５３】
　或る実施形態により、最終目的物のデータセットに適用可能な情報のクエリオリティ（
ＱｏＩ）に関して計測し、その計測をデータ圧縮アルゴリズムの再設定可能性に結び付け
るシステム及び方法が可能になる。
【００５４】
　図４を参照すると、本発明の主題の実施形態に係る、複数のセンサから捕獲された複数
のデータセットのうち一つのデータセットを圧縮する方法４００が示される。方法４００
は、コンピュータ実行可能命令の一般的表記で記載され得る。概略、コンピュータ実行可
能命令は、特定の関数を実行し若しくは特定の抽象データ型を実装する、ルーティン、プ
ログラム、オブジェクト、コンポーネント、データ構造、プロシジュア、モジュール、関
数などを、含み得る。方法４００は、通信ネットワークを介してリンクされる遠隔処理装
置により機能が実行される分散コンピュータ環境でも実行され得る。分散コンピュータ環
境では、コンピュータ実行可能命令は、メモリストレージデバイスを含む、ローカル及び
リモートのコンピュータストレージ媒体の両方に配置され得る。
【００５５】
　方法４００が記載される順序は、制限として解釈されることを意図するものでなく、開
示の方法のブロックの任意の個数が、方法４００若しくは別途の方法を実装するのに任意
の順序で組み合わされ得る。更に、個々のブロックは、本明細書に記載の主題の精神及び
範囲から乖離すること無く方法４００から削除され得る。更に、方法は、任意の適切なハ
ードウエア、ソフトウエア、ファームウエア、若しくはそれらの組み合わせで、実装され
得る。しかしながら、説明を簡易にするため、以下に記載する実施形態では、方法４００
は、前述のシステム１０２で実装されることを想定するものとする。
【００５６】
　ブロック４０２では、データセットは、イベントの発生により複数のデータセットから
フィルタされ得る。一つの実装では、データセットは、データフィルタモジュール２１２
によりフィルタされ得る。
【００５７】
　ブロック４０４では、データセットのための情報のクオリティインデクス（ＱｏＩ）が
、ＱｏＩ評価関数に基づいて判別され得る。一つの形態では、ＱｏＩインデクスは、デー
タセットのクオリティの計測を示し得る。一つの実装では、ＱｏＩインデクスは、判別モ
ジュール２１４により判別され得る。
【００５８】
　ブロック４０６では、ＱｏＩインデクスは、ルックアップテーブル内に格納されるＱｏ
Ｉインデクスのリストと比較され得る。一つの形態では、ＱｏＩインデクスは、ＱｏＩイ
ンデクスに対応するターゲットＱｏＩインデクス及び圧縮パラメータを特定するため、Ｑ
ｏＩインデクスのリストと比較され得る。ターゲットＱｏＩインデクスは、データセット
に関して実行される解析に基づいて統計的推測を導出するのに適用可能である、データセ
ットのクオリティの基準測定を示し得る。一つの実装では、ターゲットＱｏＩインデクス
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及び圧縮パラメータは、比較モジュール２１６により特定され得る。
【００５９】
　ブロック４０８では、圧縮パラメータは、圧縮アルゴリズムにインプットされ得る。一
つの形態では、圧縮パラメータは、解析のためターゲットＱｏＩインデクスに到達するた
めにデータセットを圧縮するべく、インプットされ得る。一つの実装では、圧縮パラメー
タは、データ圧縮モジュール２１８によりインプットされ得る。
【００６０】
　一つ以上のセンサから捕獲される複数のデータセットのうちのデータセットを圧縮する
方法及びシステムの実装を、構造的特性及び／又は方法に固有の表現で記載したが、当然
のことながら、添付の請求項は、記載した固有の特性若しくは方法に必ずしも限定されな
い。むしろ、固有の特性及び方法は、一つ以上のセンサから捕獲される複数のデータセッ
トのうちのデータセットを圧縮する実装の例として、開示されるものである。
【符号の説明】
【００６１】
１００・・・ネットワーク実装、１０２・・・システム、１０４・・・ユーザデバイス、
１０６・・・ネットワーク。

【図１】 【図２】
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